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２

２
月
２
８
日
（
金
）
、
２
０
２
４
年
度
第
５
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
２
０
２
５
年
度
の
事
業
計
画
案
と

収
支
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
て
い
た
研
修
を
集
合
型
に
戻
す
部
門
も

多
く
、
ま
た
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
利
用
料
金
や
郵

便
料
金
、
各
種
通
信
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
の
値
上
げ

な
ど
に
よ
り
、
支
出
が
増
加
す
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
、
研

修
受
講
費
や
サ
ー
ビ
ス
評
価

手
数
料
の
見
直
し
、
行
政
か

ら
の
委
託
事
業
費
に
関
す
る

適
切
な
増
額
要
求
の
継
続
な

ど
、
安
定
的
な
会
運
営
の
た

め
の
経
営
基
盤
の
確
保
に
向

け
た
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
度
の
事
業
計
画

書
お
よ
び
予
算
書
は
、
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
掲

載
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま

す
）

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
概
要

１
．
社
会
福
祉
士
の
実
践
力
と
専
門
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
研
修
事
業

・
ミ
ク
ロ
、
メ
ゾ
、
マ
ク
ロ
の
視
点
を
持
っ
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
実
践
力
や
、
専
門
職
と
し
て
求
め
ら
れ
る
力
量
、

必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
の
充
実

・
共
に
学
び
、
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
共
通
の
課
題
を
話

し
合
え
る
学
び
の
場
の
提
供

２
．
継
続
的
な
運
営
を
可
能
に
す
る
組
織
体
制
の
強
化

と
組
織
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

・
組
織
体
制
の
強
化
と
組
織
率
の
向
上
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
以
下
の
検
討
を
行
う
。

①
会
の
課
題
と
将
来
像
の
整
理

②
効
果
的
な
入
会
促
進
活
動

③
会
員
や
未
入
会
者
へ
の
発
信
力
向
上

④
入
会
の
ハ
ー
ド
ル
軽
減
お
よ
び
退
会
抑
止

基
礎
研
修

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い
た
が
、

２
０
２
５
年
度
は
、
講
義
部
分
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
演
習

（
集
合
研
修
）
は
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
参
集
対
面
型
で

実
施

・
各
研
修
の
開
催
要
項
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照

成
年
後
見
人
材
育
成
研
修

・
７
月
１
９
日
、
８
月
２
４
日
、
９
月
２
０
日
、
１
０
月

１
８
日
の
全
４
日
間

・
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
参
集
対
面
型
で
実
施

・
開
催
要
項
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

ぱ
あ
と
な
あ
新
潟
名
簿
登
録
研
修

・
成
年
後
見
人
材
育
成
研
修
修
了
後
に
、
ぱ
あ
と
な
あ
新

潟
の
専
門
職
後
見
人
名
簿
登
録
を
す
る
場
合
の
必
須
研
修

と
し
て
開
催
。

・
１
１
月
１
５
日
（
土
）
～
１
６
日
（
日
）
の
全
２
日
間

・
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
参
集
対
面
型
で
実
施

社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会

・
１
１
月
２
９
日
、
１
１
月
３
０
日
、
１
２
月
７
日
の
全

３
日
間
。

・
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
参
集
対
面
型
で
実
施

養
護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
対
応
基
本
研
修

・
市
町
村
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
虐
待
対
応

担
当
者
対
象
。

・
日
本
社
会
福
祉
士
会
の
手
引
き
を
活
用
し
、
主
に
在
宅

で
の
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
「
初
動
期
」

「
対
応
期
」
「
評
価
・
終
結
期
」
の
各
段
階
で
学
び
ま
す
。

・
７
月
１
５
日
（
火
）
～
１
６
日
（
水
）
の
全
２
日
間
。

・
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
参
集
対
面
型
で
実
施

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
デ
イ
２
０
２
５

・
新
潟
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
、
新
潟
県
精

神
保
健
福
祉
士
協
会
と
の
協
働
で
実
施
す
る
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
啓
発
イ
ベ
ン

ト
。

・
７
月
２
１
日
（
月
・
祝
）
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
４
階
フ

ロ
ア
で
の
参
集
対
面
型
で
実
施

社
会
福
祉
士
全
国
統
一
模
擬
試
験

・
１
０
月
１
８
日
（
土
）
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
実
施

・
「
福
祉
教
育
カ
レ
ッ
ジ
」
が
作
成
す
る
模
擬
試
験
問
題

を
使
用

生
活
支
援
班
研
修

・
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
学
び
実
践
に
つ
な
げ

る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
年
１
回
予
定

・
「
こ
ど
も
家
庭
支
援
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
修
を
、
９
月
２
１
日
（
日
）
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で

の
参
集
対
面
型
で
実
施



3

新
潟
県
地
域
生
活
定
着
促
進
事
業

・
刑
務
所
等
を
出
所
す
る
高
齢
者
や
障
害
者
が
地
域
生
活

を
営
め
る
よ
う
支
援
や
調
整
を
行
う
「
新
潟
県
地
域
生
活

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
お
よ
び
運
営

・
予
算
（
委
託
料
）
３
４
０
０
万
円

新
潟
県
地
域
再
犯
防
止
推
進
事
業

・
刑
事
司
法
手
続
き
が
終
了
し
社
会
復
帰
し
た
者
等
を
対

象
と
し
た
相
談
窓
口
を
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
に

設
置

・
予
算
（
委
託
料
）
１
０
０
万
円

新
潟
県
高
齢
者
権
利
擁
護
相
談
支
援
事
業

・
新
潟
県
弁
護
士
会
の
協
働
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
対
応
専

門
職
チ
ー
ム
に
よ
り
、
市
町
村
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
抱
え
る
高
齢
者
権
利
擁
護
困
難
事
例
に
対
す
る

助
言
・
支
援
を
行
う
事
業
。

・
チ
ー
ム
派
遣
や
「
虐
待
対
応
ゼ
ミ
」
を
実
施
。

・
予
算
（
委
託
料
）
８
４
万
円

新
潟
県
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
初
任
者
研
修

・
「
総
合
相
談
支
援
業
務
」
「
権
利
擁
護
業
務
」
「
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
」
に
関
す
る

初
任
者
向
け
研
修
の
運
営
（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
に
関
す
る
研
修
は
県
が
直
営
）

・
５
月
１
５
日
（
木
）
、
１
６
日
（
金
）
、
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
で
の
参
集
対
面
型
で
実
施

・
予
算
（
委
託
料
）
７
６
万
円

新
潟
県
介
護
施
設
職
員
向
け
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
対
応
研
修
（
高

齢
者
虐
待
防
止
研
修
）

・
要
介
護
施
設
の
管
理
者
や
虐
待
防
止
担
当
者
な
ど
を
対

象
に
研
修
を
実
施

・
同
内
容
で
３
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
予
定

・
予
算
（
委
託
料
）
１
０
０
万
円

福
島
県
復
興
支
援
員
設
置
業
務

・
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
新
潟
県
に
避
難
し
て
い
る
人

た
ち
に
向
け
、
架
電
ア
プ
ロ
ー
チ
や
個
別
訪
問
を
通
じ
て

世
帯
の
状
況
や
課
題
を
把
握
し
、
必
要
な
支
援
機
関
へ
の

つ
な
ぎ
や
調
整
を
行
う
。
復
興
支
援
員
を
１
３
名
配
置
。

・
予
算
（
委
託
料
）
６
５
０
万
円

福
島
県
県
外
避
難
者
へ
の
相
談
・
交
流
・
説
明
会
事
業

・
福
島
県
生
活
再
建
支
援
拠
点
「
コ
ラ
ン
シ
ョ
新
潟
」
の

設
置
及
び
運
営
。

・
コ
ラ
ン
シ
ョ
新
潟
で
は
、
避
難
者
の
相
談
窓
口
の
設
置
、

市
町
村
等
関
係
団
体
と
の
連
携
体
制
構
築
、
出
張
相
談
・

交
流
会
・
説
明
会
等
の
実
施
、
避
難
者
向
け
情
報
誌
の
発

行
な
ど
を
行
う
。

・
予
算
（
委
託
料
）
７
０
０
万
円

入
会
促
進
活
動

・
若
者
（
３
０
歳
未
満
）
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
み
ら
い
会
員
（
学
生
対
象
）
制
度

自
主
活
動
支
援
制
度

・
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
会
員
に
よ
る
活
動
グ
ル
ー
プ

へ
の
支
援

・
予
算

２
０
万
円

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
支
援

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
た
い
会
員
に
対
し
、
登
録

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
の
仮
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る

実
践
報
告
集

・
「
社
会
福
祉
士
実
践
報
告
第
２
４
号
」
の
発
行

障
害
者
支
援
班
研
修

・
県
民
や
福
祉
関
係
者
な
ど
に
、
幅
広
く
障
害
児
・
者

や
そ
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

啓
発
研
修
を
年
１
回
実
施
予
定

高
齢
者
支
援
班
：
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
報
告
会

・
時
代
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
会
員
の
さ
ま
ざ
ま
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
の
在
り
様
を
共
有
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
践
活
か
せ
る
よ
う
議
論
で
き
る
機
会
と
し
て
、

年
１
回
実
施
予
定

・
２
０
２
５
年
秋
～
冬
頃
を
予
定

・
県
内
に
複
数
会
場
を
設
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
実
施
予
定

災
害
支
援
班
：
災
害
支
援
活
動
協
力
員
研
修

・
年
１
回
、
参
集
対
面
型
で
実
施
予
定

人
材
育
成
・
Ｓ
Ｖ
支
援
班

・
実
習
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
、
年
２
回
程

度
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
予
定

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
意
見
交
換
会
を
、
年
１
回
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
予
定

法
人
研
修
班

・
総
会
時
会
員
全
体
研
修

６
月
２
２
日
（
日
）

・
対
人
援
助
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

２
月
頃

福
祉
関
係
者
の
た
め
の
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
講

・
基
礎
編

８
月

オ
ン
ラ
イ
ン

・
実
践
編

９
月

参
集
対
面
型

リ
ー
ガ
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
修

・
認
定
社
会
福
祉
士
の
研
修
単
位
認
証
を
受
け
た
研
修

と
し
て
実
施
（
研
修
認
証
番
号
２
０
２
４
０
０
１
２
）

・
全
２
日
間
、
参
集
対
面
型
で
実
施
予
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
新
規
調
査
者
養
成

研
修

・
全
４
日
間
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
実
習
日
あ
り
）

実
施
予
定

そ
の
他

・
ぱ
あ
と
な
あ
会
員
向
け
研
修
（
地
区
研
修
、
実
務
者

研
修
等
）
、
あ
い
エ
イ
ド
新
潟
調
査
者
向
け
勉
強
会



４

会
員
定
時
総
会

・
２
０
２
５
年
６
月
２
２
日
（
日
）
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
で
実
施
予
定

・
会
員
全
体
研
修
を
あ
わ
せ
て
実
施
予
定

理
事
会

・
２
０
２
５
年
５
月
１
６
日
（
金
）
、
６
月
２
２
日

（
日
）
、
８
月
２
２
日
（
金
）
、
１
１
月
２
１
日

（
金
）
、
２
０
２
６
年
２
月
２
７
日
（
金
）
実
施
予
定

・
時
間
は
基
本
的
に
１
９
時
～
（
例
外
あ
り
）

内
部
役
員
会

・
２
０
２
５
年
４
月
２
５
日
（
金
）
、
７
月
２
５
日

（
金
）
、
１
０
月
２
４
日
（
金
）
、
２
０
２
６
年
１
月

２
３
日
（
金
）
実
施
予
定

・
時
間
は
基
本
的
に
１
９
時
～
（
例
外
あ
り
）

正
副
会
長
会
議
（
総
合
企
画
会
議
）

・
月
１
回
、
基
本
的
に
は
土
曜
日
の
午
前
に
、
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
実
施

監
事
監
査
（
令
和
６
年
度
事
業
監
査
）

・
２
０
２
５
年
５
月
９
日
（
金
）
、
１
０
時
～
実
施
予

定そ
の
他

・
各
部
門
会
議
（
部
門
ご
と
に
適
宜
）

・
法
人
格
取
得
２
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
議

（
月
１
回
）
な
ど

【
開
催
予
告
】

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度

会
員
定
時
総
会

会
員
理
事
立
候
補
者
（
敬
称
略
、
届
出
順
）

•

髙
橋

是
司

（
現
）

•

佐
藤

昭
雄

（
新
）

•

渡
辺

陽
一

（
現
）

•

古
澤

圭

（
現
）

•

本
多

博
樹

（
現
）

•

稲
田

泰
紀

（
現
）

•

末
武

真
紀
子
（
新
）

•

本
多

崇
人

（
現
）

•

遠
藤

真
一

（
現
）

•

秋
山

武
司

（
現
）

•

丸
山

径
世

（
現
）

•

廣
川

真
之
輔
（
現
）

•

小
池

由
佳

（
現
）

•

國
兼

明
嗣

（
現
）

今年度も会の
活動にご参加
ください！

2025（令和7）年6月定時総会～
2027（令和9）年6月定時総会（2年）を任期とする

会員理事立候補者が
決定しました

役
員
選
出
規
則
に
基
づ
き
、

２
０
２
５
年
１
月
１
０
日
か
ら

２
月
７
日
、
お
よ
び
年
２
月
１

８
日
か
ら
３
月
１
０
日
に
、
会

員
理
事
立
候
補
の
受
付
お
よ
び

再
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
員
理
事
立
候

補
者
は
、
定
員
１
４
名
の
と
こ

ろ
１
４
名
の
立
候
補
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
結
果
よ
り
、
今
回
は
無

投
票
と
な
り
、
３
月
１
２
日
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、

次
の
１
４
名
に
つ
い
て
、
次
期

会
員
理
事
立
候
補
者
と
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
選
任
は
、
定
款
第
２

２
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
６
月

２
２
日
開
催
予
定
の
会
員
定
時

総
会
で
の
決
議
事
項
と
な
り
ま

す
。

各立候補者の活動歴や抱負は、ホームページ
（会員専用ページ＞会員専用資料室＞その他
資料）に掲載しています。

皆
様
に
は
、
日
頃
当
会
の
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
新
潟
県
社
会
福
祉
士
会
２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
度
会
員
定
時
総
会
を
、
次
の
通
り
開

催
す
る
予
定
で
す
。

【
日
時
】

２
０
２
５
年
６
月
２
２
日
（
日
）
午
後

【
会
場
】

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
中
央
区
上
所
）

【
議
事
（
予
定
）
】

（
１
）
決
議
事
項

・
２
０
２
４
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

・
理
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任

・
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任

（
２
）
報
告
事
項

・
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告

・
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

ほ
か

【
会
員
の
皆
様
へ
お
願
い
】

•

正
会
員
の
皆
様
に
は
、
６
月
初
旬
頃
に
総
会
議
案

集
と
議
決
権
行
使
に
関
す
る
ご
案
内
を
送
付
予
定

で
す
。

•

正
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
出
席

（
ご
出
席
で
き
な
い
場
合
は
書
面
、
又
は
電
磁
的

方
法
（
専
用
フ
ォ
ー
ム
等
）
に
よ
る
表
決
）
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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2025.3.3
福祉関係者が
知っておくべき

スティグマの
正体

３
月
３
日
（
月
）
に
、
生
活
支
援
班
に
よ
る
研
修

会
「
ス
テ
ィ
グ
マ
の
正
体
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
集
合
型
研
修
と
し
、
４
２

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
・
障
害
・
公
的
扶
助
の
分
野
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
登
壇
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
か

ら
「
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
福
祉
支
援
を
受

け
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

『
自
分
の
無
知
を
ど
の
く
ら
い
自
覚
で
き
る
か
』

『
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
だ
け
で
解
決
は
し
な
い…

他
人
の
世
話
に
な
ら
な
い
！
と
い
う
強
い
意
志
が
生

き
る
力
に
も
な
っ
て
い
る
』

『
我
々
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
地
域
住
民
の
要

請
に
合
わ
せ
る
形
で
対
象
の
方
を
支
援
し
て
き
た
の

で
は
な
い
の
か
？
』

な
ど
、
「
刺
さ
る
」
発
言
が
た
く
さ
ん
飛
び
出
し
ま

し
た
。

後
半
は
、
参
加
者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。

自
ら
の
実
践
を
振
り
返
り
、
参
加
者
が
意
見
を
ぶ
つ

け
合
っ
て
い
ま
し
た
。

気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半
！

参
加
者
一
人
一
人
が
主
役
で
す
。

次
回
も
ア
ツ
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！

（
報
告
者
：
生
活
支
援
班
担
当
理
事

國
兼
明
嗣
）

2025.2.21～22
リーガル・
ソーシャル
ワーク研修

（認定社会福祉士単位認証研修）

い
司
法
関
係
機
関
の
理
解
が
深
ま
り
、
少
し
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
機
関
の
役
割
な
ど
を
理
解
し
た
上
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
の
グ
ロ
ー
バ
ル
定
義
に
つ
い

て
改
め
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
大
切
な
視
点
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
日
目
は
事
例
を
通
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
深
め
、

罪
を
犯
し
た
福
祉
ニ
ー
ズ
の
あ
る
方
が
地
域
で
生
き

直
す
た
め
に
何
が
必
要
か
、
ど
の
よ
う
な
視
点
が
必

要
か
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
が
生
ま
れ
、
具
体

的
な
支
援
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

リ
ー
ガ
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
福
祉
の
分
野

で
は
ま
だ
新
し
く
馴
染
み
の
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
多
く
の
方
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
司
法
関
係
者
も
福
祉
と
の
連

携
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た

２
日
間
で
し
た
。

講
師
の
皆
様
、
参
加
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
報
告
：
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー平

栗
華
代
）

２
月
２
１
日
（
金
）
、
２
２
日
（
土
）
の
２
日
間
、

リ
ー
ガ
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
研
修
を
行
い
、
２
４

名
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
刑
務
所
、
検
察
庁
、
保
護
観
察
所
、
弁
護

士
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
機
関
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
現
状
、
課
題
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
関
わ
り
が
な
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2025.3.14
意思決定支援
セミナー

３
月
１
４
日
（
金
）
、
障
害
者
支
援
班
の
主
催
で

「
意
思
決
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
８
０
名
と
多
く
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
師
に
上
智
大
学
の
大
塚
晃
先
生
を

お
招
き
し
、
県
内
の
実
践
者
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

大
塚
先
生
の
軽
快
な
講
義
の
中
に
は
、
意
思
決
定
支

援
に
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

『
本
人
を
ま
ん
な
か
に
し
た
支
援
計
画
作
り
』
『
本

人
の
経
験
や
体
験
を
元
に
意
思
形
成
や
選
択
肢
の
支

援
』
『
関
わ
る
人
を
増
や
し
な
が
ら
本
人
の
物
語
を

本
人
が
作
る
』
。
こ
れ
か
ら
実
践
の
中
で
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
、
本
人
が
ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き

で
き
る
支
援
計
画
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

実
践
報
告
の
ご
登
壇
は
、
み
ん
な
で
い
き
る
の
片
田

さ
ん
、
障
害
児
（
者
）
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
か
な
や
の

田
鹿
さ
ん
。
お
ふ
た
り
が
日
々
真
摯
に
改
革
に
臨
む
姿
、

本
人
が
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
計
画
づ
く
り
な
ど
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

（
報
告
：
障
害
者
支
援
班
担
当
理
事

本
間
奈
美
）

「ワクワクしない計画
はクソだ！」の言葉で
目が覚めました。自分
たちのやっている事が
正しいことなのか、ど
こが足りないのかいろ
いろ気づきを得ること
ができました。

先生が冒頭おっしゃられた
「意思決定支援で無理矢理意
思決定させられる恐れがあ
る」というご発言は目から鱗
でした。一歩間違えばご本人
の権利を侵害する取り組みで
あるということを肝に銘じて、
意思決定支援に向き合ってい
きたい。

関係性で力を持ってしまう
リスクがあることをしっか
り意識し、誰の為のものか
を常に考え動いていきたい
と思いました。一つでも多
くの方にワクワクドキドキ
な計画を作れるように頑張
りたいです！

参加者
アンケート

より

2025.3.29
SKILL UP
RADIO2.0

３
月
２
９
日
（
土
）
、
法
人
研
修
班
主
催
の
「
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
ラ
ジ
オ
２
．
０
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
接
客
の
プ
ロ×

福
祉
の
対
談
〜
他
業
種

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ぶ
〜 

」
と

題
し
、
ホ
テ
ル
マ
ン
、
建
築
家
、
葬
儀
社
の
３
つ
の
職

種
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
進
行
の
元
、
対
談
形
式
で
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
様
々
な
職
種
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

福
祉
業
界
の
研
修
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
新
た
な

価
値
観
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
報
告
：
法
人
研
修
班
運
営
委
員

土
田
純
一
）



魚沼地区
2024.3.23

＠南魚沼市図書館
多目的室
10名参加

お
知
ら
せ

い
ろ
い
ろ



２
０
２
４
年
度
第
４
回
理
事

会
（臨
時
理
事
会
）報
告

日
時
：

１
月
１
７
日
（
金
）

午
後
７
時
～
８
時
半

出
欠
：

理
事
１
６
名
中
、
出
席
１
５

名
・
欠
席
１
名

監
事
２
名
中
、
出
席
２
名

決
議
及
び
承
認
事
項

●
事
務
局
職
員
の
就
業
と
給
与

に
関
す
る
諸
規
程
の
改
訂
、
お

よ
び
廃
止
と
制
定
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

●
生
涯
研
修
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
の
増
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺

弘
行

田
中

理
絵

報
告
事
項

●
本
理
事
会
時
点
で
の
２
０
２
４

年
度
の
事
業
実
施
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

●
２
０
２
５
年
度
基
礎
研
修
実
施

方
法
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
生

涯
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。



２
０
２
４
年
度
第
５
回
理
事
会

報
告

日
時
：

２
月
２
８
日
（
金
）

午
前
１
０
時
～
１
２
時

出
欠
：

理
事
１
６
名
中
、
出
席
１
２

名
・
欠
席
４
名

監
事
２
名
中
、
出
席
２
名

決
議
及
び
承
認
事
項

●
２
０
２
４
年
１
１
月
１
日
～
２

０
２
５
年
１
月
３
１
日
の
間
の
新

規
会
員
（
１
名
）
の
入
会
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
１
月

末
日
時
点
で
の
当
会
の
正
会
員
数

は
１
３
２
１
名
で
す
。

●
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
案
お

よ
び
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

報
告
事
項

●
本
理
事
会
時
点
で
の
２
０
２
４

年
度
の
事
業
実
施
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

理
事
会
・内
部
役

員
会
よ
り

事
務
局
よ
り

部
活
動
メ
ン
バ
ー

募
集



最
近
届
い
た
書
籍
や
刊
行
物

（
事
務
局
で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
）



高
齢
者
虐
待
の
実
態
把
握
等
の

た
め
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書

お
よ
び
市
町
村
・
都
道
府
県
に

お
け
る
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応

と
養
護
者
支
援
に
つ
い
て
【
国

マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
】
（
厚
生

労
働
省
老
健
局
、
令
和
７
年
３

月
）



保
健
医
療
福
祉
６
職
種
の
職
能

団
体
が
担
う
機
能
に
関
す
る
報

告
：
都
道
府
県
の
団
体
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
（
吉

村
臨
兵
（
愛
知
学
院
大
学
経
済

学
部
）
、
木
村
多
佳
子
（
福
井

県
立
大
学
看
護
福
祉
学
部
社
会

福
祉
学
科
）
、
令
和
７
年
３
月

２
９
日
）



月
間
福
祉
２
０
２
５
年
５
月
号

（
特
集
：
す
べ
て
の
子
ど
も
を

支
え
る
た
め
に―

子
ど
も
家
庭

福
祉
の
今
と
求
め
ら
れ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
）
（
全
社
協
、
令
和
７

年
５
月
１
日
）



実
践
成
年
後
見№

１
１
６
（
特

集
：
相
続
等
の
観
点
を
踏
ま
え

た
後
見
実
務
）
（
民
事
法
研
究

会
、
令
和
７
年
５
月
１
日
）



社
会
福
祉
士
第
３
２
号
（
日
本

社
会
福
祉
士
会
、
令
和
７
年
３

月
）



２
０
２
５
年
度
の
年
会
費
口

座
引
落
に
つ
い
て

２
０
２
５
年
度
の
正
会
員
の

年
会
費
の
口
座
引
落
日
は
、
５

月
１
２
日
（
月
）
と
な
り
ま
す
。

引
落
手
数
料
１
２
１
円
（
消
費

税
込
）
が
会
費
と
同
時
に
引
落

し
さ
れ
ま
す
。



会
員
登
録
情
報
（
氏
名
・住
所
・

勤
務
先
等
）
の
変
更
に
つ
い
て

氏
名
・
住
所
・
勤
務
先
等
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
に
、
「
住
所
」
の
変
更
手

続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

事
務
局
だ
よ
り
な
ど
の
会
か
ら

の
送
付
物
が
届
か
な
く
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す

（
会
で
は
郵
送
だ
け
で
な
く
、

ヤ
マ
ト
運
輸
の
メ
ー
ル
便
な
ど

を
使
用
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、

郵
便
局
の
転
送
手
続
き
対
象
外

と
な
り
ま
す
）
。

登
録
情
報
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
へ
お
電
話
（
０
２

５
（
２
８
１
）
５
５
０
２
）
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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１
９
日
（土
）

総
合
企
画
会
議

（
正
副
会
長
会
議
）

２
２
日
（火
）

法
人
格
取
得
２
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

２
５
日
（金
）

内
部
役
員
会

２
８
日
（月
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
デ
イ
実
行
委
員
会

２
９
日
（火
・祝
）

福
島
県
復
興

支
援
員
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議

8

行
事
予
定

４
月

５
月

９
日
（金
）

監
事
監
査
（
２
０
２

４
年
度
事
業
・
決
算
に
対
す
る
監

査
）

１
０
日
（土
）

総
合
企
画
会
議

（
正
副
会
長
会
議
）

１
５
日
（木
）～
１
６
日
（金
）

新

潟
県
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
初

任
者
研
修
（
委
託
事
業
）

１
６
日
（金
）

２
０
２
５
年
度
第

１
回
理
事
会

２
４
日
（土
）

基
礎
研
修Ⅱ

集
合

研
修
①

２
７
日
（火
）

法
人
格
取
得
２
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
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６
月

１
日
（日
）

基
礎
研
修Ⅲ

集
合
研

修
①

７
日
（土
）

総
合
企
画
会
議
（
正

副
会
長
会
議
）

２
２
日
（
日
）

会
員
定
時
総
会
お

よ
び
全
体
研
修

２
４
日
（火
）

法
人
格
取
得
２
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

２
８
日
（
土
）

基
礎
研
修Ⅱ

集
合

研
修
②

２
９
日
（
日
）

福
島
県
生
活
再
建

支
援
拠
点
コ
ラ
ン
シ
ョ
新
潟
主
催

「
福
島
県
内
の
高
校
入
試
に
向
け

た
説
明
会
・
個
別
相
談
会
」

７
月

６
日
（日
）

基
礎
研
修Ⅲ

集
合
研

修
②

１
２
日
（
土
）～
１
３
日
（日
）

基

礎
研
修Ⅱ

集
合
研
修
③

１
５
日
（
火
）～
１
６
日
（水
）

養

護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
対
応
基

本
研
修

１
９
日
（土
）

総
合
企
画
会
議

（
正
副
会
長
会
議
）
、
成
年
後
見

人
材
育
成
研
修
①

２
１
日
（月
・
祝
）

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
デ
イ
に
い
が
た
２
０
２

５２
２
日
（
火
）

法
人
格
取
得
２
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

２
５
日
（
金
）

内
部
役
員
会

２
６
日
（
土
）

基
礎
研
修Ⅰ
集
合

研
修
①
、
新
入
会
員
説
明
会


皆
様
の
お
近
く
に
、
社
会
福

祉
士
国
家
試
験
に
合
格
さ
れ

た
方
が
お
ら
れ
た
ら

２
０
２
５
年
２
月
に
実
施
さ

れ
た
第
３
７
回
社
会
福
祉
士
国

家
試
験
は
、
全
国
で
２
７
６
１

６
人
が
受
験
し
、
合
格
者
は
１

５
５
６
１
人
、
合
格
率
は
５
６
．

３
％
で
し
た
。

国
家
試
験
に
合
格
さ
れ
た
方

は
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

国
家
試
験
合
格
は
、
専
門
職

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で

す
。会

員
の
皆
様
の
お
近
く
に
社

会
福
祉
士
国
家
試
験
に
合
格
さ

れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
当
会
の
活
動
に
お
誘
い

い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に
活
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

仲
間
と
一
緒
に
社
会
福
祉
士

と
し
て
の
ご
自
身
に
磨
き
を
か

け
て
い
た
だ
け
る
場
や
機
会
を
、

当
会
で
は
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
会
で
は
、
新
入
会

者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
会
員

の
方
と
新
入
会
員
の
方
に
、
当

会
の
研
修
で
使
用
で
き
る
研
修

ク
ー
ポ
ン
を
進
呈
す
る
「
紹
介

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

入会案内
はこちら

編
集

後
記

公
益
法
人
制
度
が

改
正
さ
れ
、
２
０
２

５
年
４
月
１
日
よ
り

新
制
度
が
開
始
し
ま

し
た
。
新
制
度
で
は
、

財
務
規
律
の
柔
軟
化

な
ど
に
よ
っ
て
、
よ

り
機
動
的
な
法
人
運

営
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
各
法
人
で

は
自
律
的
な
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

事
業
計
画
や
事
業

報
告
な
ど
の
定
期
提

出
書
類
で
の
情
報
公

開
内
容
が
変
更
さ
れ

る
と
と
も
に
、
会
計

基
準
も
変
わ
り
ま
し

た
。
当
会
も
公
益
社

団
法
人
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
制
度
改
正
に

適
切
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
（
事
務
局
）
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